
(57)【要約】

【課題】着用者の爪先を圧迫及び衝撃から保護するため

に、安全靴または作業靴の爪先部に装着する補強用先芯

を構成する先芯本体の補強構造を提供する。

【解決手段】安全靴の爪先部に内蔵される補強用先芯を

構成する先芯本体において、前記先芯本体は内面にリブ

を、後端部全体または一部分に複数個の突起体を有して

おり、さらに必要に応じて前記先芯本体後端部全体また

は一部分には金型成形時に生じたバリを残している。リ

ブ、突起体、張出部を利用してト－キャップサポ－タを

熱融着により固定することにより、安全靴の補強用先芯

を構成する。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
安 全 靴 の 爪 先 部 に 内 蔵 さ れ る 補 強 用 先 芯 を 構 成 す る 先 芯 本 体 に お い て 、 前 記 先 芯 本 体 は 内
面 に リ ブ を 、 後 端 部 全 体 ま た は 一 部 分 に 複 数 個 の 突 起 体 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 先
芯 本 体 の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 先 芯 本 体 後 端 部 全 体 ま た は 一 部 分 に は 金 型 成 形 時 に 生 じ た バ リ を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 先 芯 本 体 は 硬 質 合 成 樹 脂 製 又 は 金 属 製 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は 請
求 項 ２ に 記 載 の 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 先 芯 本 体 の 内 面 に 形 成 す る リ ブ は 、 内 面 の 横 方 向 又 は 及 び 縦 方 向 に 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 縦 方 向 に 設 け た 補 強 用 リ ブ を 、 爪 先 部 に 向 か っ て 漸 次 厚 さ を 薄 く し た こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ４ に 記 載 の 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 着 用 者 の 爪 先 を 圧 迫 及 び 衝 撃 か ら 保 護 す る た め に 、 安 全 靴 ま た は 作 業 靴 の 爪 先
部 に 装 着 す る 補 強 用 先 芯 を 構 成 す る 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 安 全 靴 の 爪 先 部 に は 着 用 者 の 爪 先 を 保 護 す る た め に 補 強 用 先 芯 を 装 入 す る こ と が Ｊ
Ｉ Ｓ に よ り 義 務 付 け ら れ て お り 、 こ の 補 強 用 先 芯 を 備 え た 従 来 の 安 全 靴 を 図 ６ に そ の 一 部
切 欠 断 面 図 を 示 す （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ８ ２ １ ５ １ ５ 号 公 報 　 （ 第 １ － ３ 頁 　 第 １ 図 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ６ に お い て 、 補 強 用 先 芯 は 先 芯 本 体 １ １ ａ と 段 差 防 止 テ ー プ （ 以 下 ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー
タ と い う ） １ ６ と か ら 構 成 さ れ て お り 、 先 芯 本 体 １ １ ａ は 靴 底 １ ２ ａ の 足 先 部 に 内 設 さ れ
て お り 、 こ れ ら の 先 芯 本 体 １ １ ａ 及 び 靴 底 １ ２ ａ に は 甲 被 １ ３ が 被 着 さ れ て い る 。 靴 底 １
２ ａ の 上 面 に は 中 物 １ ４ と 、 こ の 中 物 １ ４ の 上 面 に 中 底 １ ５ と が 積 層 さ れ て お り 、 ま た 先
芯 本 体 １ １ ａ の 内 面 に は ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ６ が 接 着 剤 で 張 り 付 け ら れ て い る 。 先 芯
本 体 １ １ ａ の 構 成 及 び 先 芯 本 体 １ １ ａ と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ６ の 詳 細 な 関 係 を 図 ７ に
示 す 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ７ に お い て 、 先 芯 本 体 １ １ ａ は 炭 素 繊 維 、 ガ ラ ス 繊 維 等 を 補 強 材 と す る 繊 維 強 化 樹 脂 材
か ら 成 り 、 例 え ば 射 出 成 形 に よ り 形 成 さ れ て お り 、 先 芯 本 体 １ １ ａ に は 、 着 用 者 の 足 先 を
保 護 す る た め の 弯 曲 し た ア ー チ 部 ２ １ と 、 こ の ア ー チ 部 ２ １ の 下 辺 か ら 内 方 に 折 曲 さ れ 、
靴 底 １ ２ ａ と 中 底 １ ５ の 間 に 埋 設 さ れ る 下 辺 折 曲 部 ２ ２ と が 設 け ら れ て い る 。 ア ー チ 部 ２
１ は 天 壁 ２ １ ａ と 両 側 壁 ２ １ ｃ 、 ２ １ ｃ 、 後 端 面 ２ １ ｄ と を 有 し 、 ア ー チ 部 ２ １ の 内 面 に
は 幅 方 向 に 沿 っ て 設 け た 複 数 本 の 隆 条 部 ２ ３ を 設 け 、 耐 圧 迫 、 耐 衝 撃 強 度 を 向 上 さ せ る よ
う に な っ て い る 。
こ の 従 来 例 の 場 合 、 前 記 先 芯 本 体 １ １ ａ は 、 硬 質 の プ ラ ス チ ッ ク を 金 型 に よ る 射 出 成 形 等
に よ り 成 形 さ れ る の で 、 成 形 さ れ た 先 芯 本 体 １ １ ａ の 後 端 部 に は バ リ が 発 生 す る 。 こ の バ
リ を 除 去 し て 、 先 芯 本 体 １ １ ａ を 安 全 靴 の 爪 先 部 に 装 着 す る が 、 バ リ を 除 去 し た 先 芯 本 体
を 安 全 靴 の 爪 先 部 に 装 着 し た 場 合 、 先 芯 本 体 後 端 部 と 甲 革 の 間 に 段 差 が 生 ず る こ と に よ り
、 甲 革 が 凹 ん で 外 観 を 損 ね た り 、 先 芯 の 後 縁 に よ る 足 当 り を 悪 く し た り す る こ と が 多 い 。
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そ こ で 、 安 全 靴 の 先 芯 本 体 後 端 部 と 甲 皮 の 間 に 生 ず る 段 差 の 解 消 や 、 足 当 た り を 無 く す た
め に 、 通 常 、 先 芯 本 体 の 後 端 部 に ゴ ム や 軟 質 合 成 樹 脂 な ど の 弾 性 体 か ら な る ト ー キ ャ ッ プ
サ ポ ー タ １ ６ が 接 着 剤 も し く は 粘 着 テ ー プ に て 貼 り 合 わ せ て 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 述 し た 従 来 例 の 補 強 用 先 芯 に は 次 の よ う な 問 題 点 が あ る 。
樹 脂 材 料 を 用 い た 先 芯 本 体 の 成 形 時 に は 先 芯 後 端 部 に バ リ が 生 ず る が 、 こ の バ リ を 取 り 除
く 作 業 及 び 先 芯 本 体 と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ と を 接 着 材 に よ っ て 接 着 す る 作 業 等 、 面 倒 な
作 業 が あ る 。 特 に 、 バ リ 取 り 作 業 、 接 着 作 業 は コ ス ト 高 を 招 来 す る こ と に な る ば か り か 、
バ リ 取 り 作 業 に よ り 生 じ た バ リ の 処 分 、 接 着 剤 を 使 用 す る こ と に よ る 職 場 環 境 の 悪 化 等 諸
々 の 問 題 点 が あ る 。 更 に 、 接 着 剤 の 劣 化 に よ る ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ と 先 芯 本 体 の 剥 が れ
が 生 じ た 場 合 に は 、 ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ と 先 芯 本 体 と に ガ タ を 生 じ 、 足 に 靴 擦 れ 等 を お
こ す 。
ま た 、 上 記 従 来 例 と は 別 に 先 芯 本 体 の 内 面 に 隆 条 部 （ リ ブ ） を 設 け て 耐 圧 迫 、 耐 衝 撃 強 度
を 図 っ た 先 芯 本 体 も あ る が （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ ） が 、 こ の 先 芯 本 体 は 裏 材 に よ っ て 先 芯
本 体 に よ る 段 差 を 解 消 し て お り 、 充 分 な 段 差 解 消 効 果 を 得 る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 ２ 】 実 開 平 ５ － ８ ２ ３ ０ ２ 号 公 報 　 （ 第 １ － ２ 頁 　 第 １ 、 ２ 図 ）
【 ０ ０ ０ ８ 】
そ こ で 本 発 明 で は 、 先 芯 本 体 に お い て 、 前 記 先 芯 本 体 は 内 面 に リ ブ を 、 後 端 部 全 体 ま た は
一 部 分 に 複 数 個 の 突 起 体 を 形 成 す る こ と に よ り 、 着 用 者 の 爪 先 を 圧 迫 及 び 衝 撃 か ら 保 護 す
る こ と が で き る 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。 こ の た め 先 芯 本 体 と ト
ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ と を 、 先 芯 に 設 け た リ ブ 、 突 起 体 を 利 用 し て 融 着 に よ っ て 一 体 化 す る
こ と が で き る 。 ま た 先 芯 本 体 の 内 側 に 横 方 向 又 は 及 び 縦 方 向 に 補 強 用 リ ブ を 設 け る こ と に
よ り 、 先 芯 本 体 に 充 分 な 強 度 を 与 え つ つ 、 ま た 、 先 芯 本 体 の 肉 厚 や 形 状 を 大 き く す る こ と
な く 軽 量 化 を 図 り 、 さ ら に 、 先 芯 本 体 の 内 面 の 補 強 用 リ ブ を 利 用 し て ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー
タ を 熱 融 着 に よ っ て 強 固 に 固 着 で き る よ う に す る こ と に よ り 、 耐 圧 迫 性 及 び 耐 衝 撃 性 に 優
れ 、 且 つ コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 安 全 靴 の 補 強 用 先 芯 を 構 成 で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
こ の た め 、 本 発 明 が 採 用 し た 技 術 解 決 手 段 は 、
安 全 靴 の 爪 先 部 に 内 蔵 さ れ る 補 強 用 先 芯 を 構 成 す る 先 芯 本 体 に お い て 、 前 記 先 芯 本 体 は 内
面 に リ ブ を 、 後 端 部 全 体 ま た は 一 部 分 に 複 数 個 の 突 起 体 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 先
芯 本 体 の 補 強 構 造 で あ る 。
ま た 、 前 記 先 芯 本 体 後 端 部 全 体 ま た は 一 部 分 に は 金 型 成 形 時 に 生 じ た バ リ を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 で あ る 。
ま た 、 前 記 先 芯 本 体 は 硬 質 合 成 樹 脂 製 又 は 金 属 製 で 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 先 芯 本 体 の
補 強 構 造 で あ る 。
ま た 、 前 記 先 芯 本 体 の 内 面 に 形 成 す る リ ブ は 、 内 面 の 横 方 向 又 は 及 び 縦 方 向 に 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 で あ る 。
ま た 、 前 記 縦 方 向 に 設 け た 補 強 用 リ ブ を 、 爪 先 部 に 向 か っ て 漸 次 厚 さ を 薄 く し た こ と を 特
徴 と す る 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
本 発 明 の 実 施 例 を 、 図 １ 以 下 の 図 面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。
図 １ は 、 金 型 成 形 に よ り 製 造 し た 安 全 靴 用 先 芯 の 先 芯 本 体 １ の 第 １ 実 施 例 の 外 観 図 で あ る
。
【 ０ ０ １ １ 】
先 芯 本 体 １ は 炭 素 繊 維 、 ガ ラ ス 繊 維 、 ア ラ ミ ド 繊 維 等 を 補 強 材 と す る 繊 維 強 化 樹 脂 材 か ら
成 り 、 例 え ば 射 出 成 形 に よ り 形 成 さ れ て い る 。 先 芯 本 体 １ に は 、 着 用 者 の 足 先 を 保 護 す る
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た め の 弯 曲 し た ア ー チ 部 ２ と 、 こ の ア ー チ 部 ２ の 下 辺 か ら 内 方 に 折 曲 さ れ 、 靴 底 と 中 底 の
間 に 埋 設 さ れ る 下 辺 折 曲 部 ３ と が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ア ー チ 部 ２ は 天 壁 ４ と 両 側 壁 ５ 、 ５ と 後 端 面 ６ と を 有 し 、 後 端 面 ６ に は 、 複 数 の 突 起 体 ７
が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 突 起 体 ７ の 幅 や 長 さ 、 間 隔 は 適 宜 変 更 す る こ と が で き る 。 ま た 先
芯 本 体 の 後 端 面 ６ に は 金 型 の 精 度 に も よ る が 、 成 形 時 に バ リ ８ 等 が 生 じ る こ と が あ り 、 こ
の バ リ ８ は ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ と の 融 着 時 に 活 用 す る こ と が で き る 。
先 芯 本 体 １ の 内 壁 に は 、 先 芯 本 体 １ の 補 強 の た め に 横 方 向 （ 靴 の 左 右 方 向 ） に リ ブ ９ が 設
け ら れ 、 こ れ ら リ ブ ９ の 適 宜 箇 所 か ら は 、 縦 方 向 に リ ブ が 一 部 延 出 し た 形 状 と な っ て い る
。 リ ブ ９ の 本 数 、 縦 方 向 の リ ブ の 本 数 は 適 宜 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ は 、 先 芯 本 体 １ の 第 ２ 実 施 例 の 外 観 図 で 、 先 芯 本 体 １ の 内 壁 に 形 成 し た 縦 方 向 の リ ブ
９ の 厚 さ が 、 先 芯 本 体 １ 後 端 部 か ら 足 の 爪 先 方 向 へ 足 当 た り が 発 生 し な い 範 囲 内 で 漸 減 的
に な る よ う に 形 成 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ て 横 方 向 （ 靴 の 左 右 方 向 ） に 形 成 し た リ ブ ９
に 交 差 す る 形 で 前 後 方 向 に 適 宜 長 さ を 有 す る リ ブ ９ ａ を 形 成 し た 例 で あ る 。 な お リ ブ ９ ａ
は 前 方 に 行 く に 従 っ て リ ブ の 高 さ が 低 く な る よ う に す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ は 、 先 芯 本 体 １ の 第 ３ 実 施 例 の 外 観 図 で 、 先 芯 本 体 １ の 内 壁 に 形 成 し た 横 方 向 （ 靴 の
左 右 方 向 ） の リ ブ を 、 例 え ば 複 数 条 （ 本 例 で は ２ 条 ） 形 成 し た 実 施 例 で あ る 。
ま た 、 こ れ ら の リ ブ ９ は 、 製 品 形 状 に 合 わ せ て 、 必 要 に 応 じ て 複 数 列 及 び 円 弧 状 、 角 状 、
そ れ ら の 組 合 せ 等 に よ っ て 構 成 す る こ と が で き る 。
図 ４ は 、 前 記 先 芯 本 体 １ に 固 着 す る ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ の 外 観 図 で 、 軟 質 の 合 成 樹
脂 材 か ら な る ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ は 、 先 芯 本 体 １ の 後 端 面 ６ の 形 状 と 同 様 に 天 壁 １
１ と 両 側 壁 １ ２ 、 １ ２ と か ら な る ア ー チ 状 の 形 状 を し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
先 芯 本 体 １ と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ と の 結 合 は 、 次 の よ う に し て 行 な う 。
先 芯 本 体 １ の 天 壁 ４ の 内 面 に ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ を 差 し 込 み 、 先 芯 本 体 １ に 形 成 さ
れ た リ ブ ９ と 、 突 起 体 ７ と 、 ギ ザ ギ ザ 状 の バ リ ８ を ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ の 上 面 に 載
置 し 、 そ の 箇 所 に 熱 を 加 え る こ と に よ っ て 両 部 材 を 溶 融 状 態 と す る 。 こ の 結 果 、 軟 質 の 合
成 樹 脂 材 か ら な る ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ は 複 数 の 突 起 体 ７ 間 と ギ ザ ギ ザ 状 の バ リ ８ 間
に 侵 入 す る と 共 に 、 先 芯 本 体 １ と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ の 天 壁 内 面 同 士 も 溶 融 状 態 と
な り 、 リ ブ ９ 間 に も 侵 入 し 先 芯 本 体 １ と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ は 強 固 に 固 着 さ れ 、 安
全 靴 の 補 強 用 先 芯 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
図 ５ は 、 先 芯 本 体 １ と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ の 結 合 状 態 の 断 面 図 で 、 ト ー キ ャ ッ プ サ
ポ ー タ １ ０ は 、 先 芯 本 体 １ の 後 端 面 ６ の ギ ザ ギ ザ 状 の バ リ ８ を 利 用 し て 融 着 さ れ る と 同 時
に 突 起 体 ７ 間 で も 融 着 さ れ 、 両 者 は 強 固 な 固 定 状 態 と な っ て い る 。
な お 、 実 施 例 に お い て 、 先 芯 本 体 １ は 炭 素 繊 維 、 ガ ラ ス 繊 維 、 ア ラ ミ ド 繊 維 等 を 補 強 材 と
す る 繊 維 強 化 樹 脂 材 、 ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ は 、 軟 質 の 合 成 樹 脂 材 と し た が 、 先 芯 本
体 １ を 金 属 、 ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ １ ０ を ゴ ム 、 発 泡 プ ラ ス チ ッ ク 材 と す る こ と も で き る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 前 記 実 施 例 で は 、 後 端 面 全 体 に 有 す る 突 起 体 及 び 、 ギ ザ ギ ザ 状 の バ リ ８ （ 成 形 さ れ
て い る 場 合 ） を 利 用 し て 先 芯 本 体 と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ と を 接 続 す る 例 に つ い て 説 明 し
た が 、 バ リ の な い 場 合 に は 後 端 面 の 突 起 体 を 利 用 し て 、 ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ と 融 着 す る
こ と も 可 能 で あ る 。 ま た 、 突 起 体 を 形 成 せ ず 、 積 極 的 に 形 成 し た バ リ を 利 用 し て ト ー キ ャ
ッ プ サ ポ ー タ と 融 着 す る こ と も 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 の 金 型 は 、 突 起 体 及 び バ リ が 後 端 面
の 一 部 に 生 じ る よ う な 金 型 を 用 い る も の で あ る 。
こ れ に よ っ て 、 先 芯 本 体 と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ と を 強 固 に 接 合 す る こ と が で き 、 ま た 先
芯 本 体 の 強 度 を 増 す こ と が で き る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 は 、 前 記 の よ う に 、 金 型 成 形 に よ り 製 造 し た 安 全 靴 用 先 芯 の 先 芯 本 体 に 生 じ た バ リ
を 削 除 す る こ と な く 、 バ リ を 活 用 し て ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ を 接 着 剤 を 用 い ず に 熱 で 融 着
し て 固 着 す る こ と が で き る 。
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 先 芯 本 体 の 補 強 構 造 を 利 用 す る こ と に よ り 、 安 全 で 、 履 き 心 地 の
よ い 安 全 靴 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 先 芯 本 体 の 内 壁 に は 、 幅 方 向 と 縦 方 向 に １ 条 あ る い は ２ 条 と 複 数 の
リ ブ を 設 け た の で 、 先 芯 本 体 全 体 の 肉 厚 や 形 状 を 大 き く す る こ と な く 、 軽 量 化 が 図 れ 、 耐
圧 迫 性 及 び 耐 衝 撃 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 ひ い て は 材 料 の 節 約 と な り 低 コ ス ト を 図 る
こ と が で き る 。 先 芯 本 体 の 後 端 部 に 形 成 さ れ た 複 数 個 の 突 起 体 を 利 用 す る こ と に よ り ト ー
キ ャ ッ プ サ ポ ー タ を 先 芯 本 体 に 強 固 に 固 着 で き る 。 ま た 、 必 要 に 応 じ て 先 芯 本 体 を 成 形 す
る 際 に 生 じ た バ リ を 利 用 し て ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ を 固 着 す る こ と も 可 能 で あ り 、 面 倒 な
バ リ 取 り 作 業 を 省 略 で き 、 著 し く 作 業 時 間 が 短 縮 で き る 上 低 コ ス ト を 実 現 で き る 。 ま た 、
従 来 、 先 芯 本 体 と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ の 固 着 は 、 接 着 剤 を 用 い て 行 な っ て い た た め に 、
接 着 剤 が 劣 化 す る と 先 芯 本 体 と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ 間 に ガ タ が 生 じ 、 履 き 心 地 が 悪 い う
え に 、 靴 擦 れ を 起 こ す 原 因 に も な っ て い た が 、 本 発 明 は 接 着 剤 を 用 い な い で 熱 融 着 し て い
る の で 上 記 の よ う な 心 配 は な い 。 先 芯 本 体 の 後 端 部 に 形 成 さ れ る 複 数 個 の 突 起 体 を 設 計 時
に 、 適 宜 重 量 、 バ ラ ン ス 等 考 慮 し な が ら 設 計 す る こ と で 履 き 心 地 の よ い 靴 を 製 造 で き る 。
ま た 、 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る た め 、 靴 装 着 時 の 重 心 バ ラ ン ス の 向 上 が 図 れ る 。 さ ら に
先 芯 本 体 後 端 部 に 形 成 す る リ ブ を ク ロ ス し た 形 状 と す る こ と で 融 着 し た ト ー キ ャ ッ プ サ ポ
ー タ の 位 置 ず れ を 防 止 で き る 。 な ど の 優 れ た 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 、 先 芯 本 体 の 第 １ 実 施 例 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 、 先 芯 本 体 の 第 ２ 実 施 例 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 、 先 芯 本 体 の 第 ３ 実 施 例 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 先 芯 本 体 に 固 着 す る ト － キ ャ ッ プ の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に お い て 、 先 芯 本 体 と ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ と を 接 続 し た 状 態 の 断 面 図 で
あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 先 芯 を 具 備 す る 安 全 靴 の 部 分 切 欠 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 安 全 靴 に 具 備 さ れ て い る 先 芯 の 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 先 芯 本 体
２ 　 　 ア ー チ 部
３ 　 　 下 辺 折 曲 部
４ 　 　 天 壁
５ 　 　 両 側 壁
６ 　 　 後 端 面
７ 　 　 突 起 体
８ 　 　 バ リ
９ 　 　 リ ブ
１ ０ 　 ト ー キ ャ ッ プ サ ポ ー タ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

(8) JP 2004-268385 A 2004.9.30


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment

